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Significance of Mutual Aid: Establishing Environments That Utilize  
















双 方 向 性 の 見 方 を 一 般 化 す る 必 要 が あ る。「 国 際 生 活 機 能 分 類［International Classification of 






















































































































































































































































































































































本研究を踏まえ、この仮説に基づく第 1 について埼玉県内の現状を調査し、第 2 について可能な自治
体や社会福祉協議会、地域包括支援センターで講座の展開を試み、その妥当性を検証することを今後の
課題とする。第 3 については、「地域福祉コーディネーター」とともに、本年度新規配置され、本来は
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